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2022年9⽉5⽇に静岡県牧之原市の認定こども園に
おいて、3歳の園児が送迎バスの中に取り残され、熱
中症で亡くなるという事故が発⽣。⼦どもの事故予防
地⽅議員連盟との連名で、「テクノロジーを活⽤した通
園バスにおける事故予防策と実態調査の実施につい
て」と題する要望書を、⼩倉まさのぶ内閣府特命担当
⼤⾂（当時）に提出。要望は、その後の国の施策に
ほぼ反映された。

③ こどものケガを減らすために
Safe Kids Japanの活動
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安全装置の種類

降⾞時確認式（ブザー式）
48件

⾃動検知式（センサ式）
7件

併⽤式
15件

（2023年6⽉1⽇時点）
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海外では・・・アメリカ（インディアナ州）

n ⽶インディアナ州では2006年より、エンジン停⽌後にバス後部のボタンを押すシステムの搭載が推奨されており、
2015年に義務化。

n 2009年度〜2021年年度の間に274名のこどもがスクールバスに置き去りになった。
年平均21件のインシデント発⽣。（グラフ1）

n ドライバーがバスを⾒回らなかったことを理由とする発⽣件数が減少していない。（グラフ2）

→ ボタン式システムは、ドライバーにとってこどもを探す強制⼒を持ち続けないことが課題となっている。

グラフ1. インディアナ州スクールバスでの⼦ども置き去り件数 グラフ2. こどもを置き忘れた理由

義務化 義務化

出典︓IEE S.A作成資料、インディアナ州教育省輸送担当役員のデータによる
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「情報提供」「啓発」は
官⺠挙げて⾏われているが・・・

同じような事故が同じように起きている



企業・⾏政から消費者への情報

企業や⾏政からはたくさんの情報が



消費者から企業・⾏政への情報

消費者から企業や⾏政への情報は︖
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「こどものケガを減らすためにみんなをつなぐプラットフォーム Safe Kids」

東京都と協働し、新たなプラットフォームを
構築、2023年2⽉に公開した。

このプラットフォームに消費者の声を寄せ
てもらい、それを企業や⾏政に伝えて、こ
どもを取り巻く製品や環境を変えることで
こどものケガを減らすことを⽬的としている。

本事業は、令和4年度東京都商品等安
全対策協議会のテーマとなった。

消費者と企業・⾏政をつなぐことで
こどものケガを減らすことはできないか
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こどもが窓を開けて
ベランダに出てしまった

転んだ拍⼦に
⻭ブラシが喉に突き刺さった

ボタン電池を
⼝に⼊れそうになった

「学ぶ」 から 「伝える」へ



25

「みんなの声」

④ コミュニケーションの場をつくる
〜プラットフォーム＆SNS活⽤の試み〜
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① 保育施設のオリジナル遊具から転落して完治困難な⾻折をしました

② 幼稚園の給⾷に不適切な⾷材が提供されています

③ ⼤規模公園のエアスライダーでやけどをしました

④ 転落予防のための補助錠を購⼊したいのですが、どれを選べばい
いのでしょうか︖

⑤ コンセントキャップに代わる製品はないですか︖

「みんなの声」に寄せられた情報



① 保育施設のオリジナル遊具から転落して完治困難な⾻折をしました
→遊具の安全規格、⼿作り遊具、報告義務

② 幼稚園の給⾷に不適切な⾷材が提供されています
→ガイドライン、⾏政の対応、監査のあり⽅

③ ⼤規模公園のエアスライダーでやけどをしました
→安全基準、指定管理者への指導

④ 転落予防のための補助錠を購⼊したいのですが、どれを選べばい
いのでしょうか︖
→転落予防に特化した補助錠、商品テスト

⑤ コンセントキャップに代わる製品はないですか︖
→⾚ちゃんの⽬線で⾒た製品、商品テスト

寄せられた情報から⾒えてきた課題

消費者⾃⾝が（社会に）伝えるための「場」や「ツール」を⽤意し、
その課題ひとつひとつを解決していく
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Instagram

SNSに寄せられた質問
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Twitter

SNSで募集する情報
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「下がウッドチップでよかったね」
「もしコンクリートだったら、くちびるから
⾎が出ていたかもね」
「このぶらんこ、座るところの幅が
もう少し広いとおしりが安定するのにね」

「伝える」の事例
〜2年前の夏、4歳の孫がぶらんこから落ちた︕〜
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遊具メーカーに伝えてみた



32

遊具メーカーのレビュー受⼊⽅針
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例）ぶらんこのかいしゃにおてがみを書いてみよう

●●かぶしきがいしゃ
おきゃくさまそうだんかかり さま

わたしは●●⼩学校●年⽣の● ● ● ●です。
2023年●⽉●⽇、わたしのおとうとが、●●こうえんにある
ぶらんこからおちて、ケガをしました。

あて先

じぶんのこと＋いつ、どこで、なにがおきたか

おなじようなことがおきないためにはどうすればよいか
おとうとはかるいケガでしたが、もっと⼩さい⼦
だと⼤きなケガになるかもしれないので、
ぶらんこのすわるところをもう少しひろくしていた
だくとよいとおもいます。

わたしはこのぶらんこが⼤すきなので、
これからもこのぶらんこであそびたいです。

なにがおきたのか、を
正しくつたえる

かいしゃの⼈に
なにをしてほしいか、を

きちんとつたえる
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ご清聴ありがとうございました


